
越冬キャベツ品種「湖月 SP」における直播栽培の検討 

和寒町農業活性化センター 

１ 目的 

 キャベツにおける直播栽培による省力化を検討する。 

 

２ 耕種概要

 

 

 

 

３ 試験方法 

 

４ 結果の概要と考察 

(1) 直播後の６月 11～12 日にかけて 19mm の降雨があり、水分が十分保たれ圃場への灌水はしなか

った。出芽は順調に進んだ。 

 



(2) 出芽率は、播種深度が３cm 区が優ったが、１株３粒点播の場合では欠株になる区はなく、播

種深度が浅くても間引きによる１株１本に揃えることができた。直播については、播種後の土

壌水分により出芽率（欠株率）が大きく左右されるので、播種時期の気象情報確認や圃場での

灌水等が必須となる。 

(3) セル苗の定植時期比較では、葉長で播種深度 1cm 区がやや優った。セル苗では、葉長で約 2

倍、葉数で２枚以上の差があった。 

(4) 直播区は、出芽後の虫害（ウリハムシモドキ）が多く発生し、早期から殺虫剤の散布が必要と

なった。 

(5) 収穫時調査では、調整後収量は移植区＞直播播種深度 1cm＞直播播種深度 3cm の順で優った。

調査時期は異なるが、直播区は移植区と比較して小玉傾向であった。調整率は直播播種深度

1cm 高かった。また、早期収穫で糖度もやや低い傾向であった。 

(6) 直播区は、初期段階で移植区の生育を上回っていたので、その後も生育が進んで 9月下旬には

裂球する個体も出てきた。このため根切時期前で収穫を終え、越冬キャベツにはせず調査を終

了した。直播は、その後の初期生育が促進される傾向があり、播種時期を遅くして越冬性を高

める必要がある。 

５ 具体的データ 

 

 

 

６ 普及性 

(1) 直播による移植作業の軽減効果は高く、普及性は高い。 

(2) 播種方法については、真空播種機およびシーダーテープの活用等検討が必要。 

                              （担当者：所長 清田雅明） 

 


